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海底散歩 ～AQUA BLUE～

今月はヘルメットダイビング、〝アクアブル－〟をご紹介いたします。

ヘルメットダイビングとは、ボートの上においてある空気のフィルター装置付きのコンプレッサー（空気圧
縮機）につながれたホースのついているヘルメットを装着し、海の中を歩くアクティビティです。

空気が直接ヘルメットの中に送られ、また二酸化炭素が抜けていく穴があるので、
ダイビングと違い、地上と同じように鼻と口を使っての呼吸ができます。

顔を水につける必要がないので、メガネやコンタクトをつけたままで参加できます。

レセプションを出発して、車に揺られること40分ほどでボートの出発地に到着します。
ボ－トに乗り、10分ほど行くと3つのモツ(無人島)が見えてきました。

ここはモツピクビックなどでも訪れることができる、保護区域のシュノ－ケルスポットです。
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久しぶりに来ましたが、いつ見ても圧倒される美しさ。
4人づつ30分間のツア－なので、待っている間にシュノ－ケルを楽しむこともできます。

ダイビングと違い、泳ぐのではなく月面を歩くように、海底を蹴ったり、ジャンプしながら移動します。
ペンギン歩きをしてはだめだよ！！というヴァンソン、その歩き方がこっけいで皆、大笑いでした。

インストラクタ－のヴァンソンがボートにつながれたホースを水中に下ろすのを待ち、
いよいよ水の中へ・・・空気が送られてくるヘルメットを被り、水深3～4メートルまで潜ります。

まずははしごにつかまり、肩まで水につかります。
ゆっくりヘルメットが降りてきたと思ったら肩にずっしりと重みが・・・。

一段づつはしごをゆっくり降りていくと、す------っと海底まで沈んでいきました。
耳抜きが苦手な人でも大丈夫かも。

海底では魚やエイ、大きなウツボまでも私たちを待っていました。
ヘルメットを装着しているので、シュノ－ケルの時とは違い、遠近感がわからずなんだか丌思議な感じ。

魚が異様に大きく感じたり、あたかかもエイが横を通っていったかのように思えたり・・・
月面を歩くように歩けといわれましたが、本当に宇宙にいるようでした。

最後はヘルメットを持ち上げて記念写真。あっという間に30分たってしまった、楽しいツア－でした。


